
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  令和2年7月8日 

 

和歌山県知事         殿 

 

提出者                   

住 所 〒140-0002 東京都品川区東品川2-5-8 天王洲ﾊﾟｰｸｻｲﾄﾞﾋﾞﾙ7F 

氏 名 ｺｽﾓｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社 代表取締役社長 安藤 文晴 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 03-5462-0170 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  中紀ウィンドファーム新設工事 

事 業 場 の 所 在 地  和歌山県日高川郡日高川町大字三百瀬字西谷1228-28 

計 画 期 間  ２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 設備工事業 

②事 業 の 規 模 66.33億円 

③従 業 員 数 ４名（正社員２名、常勤関係職員２名）：工事協力業者７０名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

①現状 

【前年度（２０１９年度）実績】       

産業廃棄物の種類 別紙参照  

排 出 量   

（これまでに実施した取組） 

 産業廃棄物の種類毎の排出量を予測し、混合状態を分別、解体して

排出量を抑制している。 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙参照  

排 出 量   

（今後実施する予定の取組） 

これまでに実施した取組を継続する。 

 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

木くず、建設混合廃棄物を別に分別保管し、建設混合廃棄物は再度の

分別解体を実施している。 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

これまでに実施した取組を継続する。 

 

処理計画統括責任者 

工事部門管理者 

処理計画作成担当  

安全環境管理者 

廃棄物担当  

工事責任者 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類 - - 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

特になし。 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 - - 

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

特になし。 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】  

産業廃棄物の種類 - - 

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

特になし。 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 - - 

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

特になし。 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類 - - 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

特になし。 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 - - 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

特になし。 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ①現状 

【前年度（２０１９年度）実績】  

産業廃棄物の種類 別紙参照  

全 処 理 委 託 量   

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
  

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

  

（これまでに実施した取組） 

 処理業者と委託契約を締結するに当たっては事前の現地確認（処理

状況、維持管理状況、周辺状況）するとともに、委託後に定期的な確

認を行う。 

 再生処理が可能な廃棄物については、積極的に再生利用を推進する

ため、委託先についての情報収集を行い、ルートを確保する。 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙参照  

全 処 理 委 託 量   

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
  

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

  

（今後実施する予定の取組） 

 できる限り再生利用業者へ委託するとともに優良認定を受けた処

理業者に委託を行う。 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

別紙

目 標 値 実 績 値 目 標 値 実 績 値 目 標 値 実 績 値 目 標 値 実 績 値 目 標 値 実 績 値 目 標 値 実 績 値 目 標 値 実 績 値

2t 2.94t 20t 20.04t 2.5t 2.8t 1700t 1771t 35t 40t 1200t 1250t 40t 47.19t

2t 2.94t 20t 20.04t 2.5t 2.8t 1700t 1771t 35t 40t 1200t 1250t 40t 47.19t

優 良 認 定 処 理 業 者 へ の

処 理 委 託 量
2t 2.94t 20t 18.3t 2.5t 2.8t 8.8t 40t 47.19t

再 生 利 用 業 者 へ の

処 理 委 託 量
1.74t 1700t 1762.2t 35t 40t 1200t 1250t

認 定 熱 回 収 業 者 へ の

処 理 委 託 量

認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の

熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の

処 理 委 託 量

建設混合廃棄物

（安定型）
燃え殻 汚泥 廃プラスチック 木くず コンクリート破片

アスファルト・コンクリート

破片

全 処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

排 出 量

自 ら 再 生 利 用 す る 量

自 ら 熱 回 収 す る 量

自 ら 中 間 処 理 に よ り

減 量 す る 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海 洋 投 入 処 分 す る 量


